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　熊本市北区植木町、 玉名郡玉東町では、

それぞれの区域を越えて存在する西南戦争

遺跡の保存 ・活用に関し、 広域的な事業を

連携して行なっています。 また、 遺跡の調査

研究、 情報収集、 保存、 活用に関する事業

を通し、 近代化の礎となったこの出来事を後

世に伝え残すよう取り組んでいます。
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　植木・玉東のある熊本県北地域は、古の頃より

人が集い、多くの遺跡が残っています。古墳時代

より、支配者階級である豪族が成長し、古代には

製鉄が行われ、経済的にも発展した地域だったと

考えられます。また、古来より人の行き来も多く、

江戸時代には主要道路（街道・往還筋）が整備さ

れました。植木から流れる菊池川の支流・木葉川

では舟運も行われていたといいます。

　植木では、江戸時代の初め、豊前街道の宿場町

として味取町が栄え、その後三池往還などの分岐

点として、味取の南に新しい宿場町である味取新

町が開かれます。これが現在の熊本市植木町中心

部の基礎となりました。明治時代の初め頃には自

由民権運動の日本における先駆的役割を担った

植木学校が開かれ、熊本県の自由民権運動の発足

の地でもあります。

　一方、三池往還の道筋にあり、江戸時代の在郷

町として、栄えたのが玉東町の木葉です。当時は

農業の傍ら商業を営むところが多かったといい

ます。

　明治時代になると製糸・養蚕業が盛んに行われ

るようになります。焼き物も盛んで、素焼きの木葉

猿は土産物として東西に名を
は

馳せていました。

　植木・玉東とも、街道や往還が走り交通の
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の地として栄えた地域ですが、１８７７（明治１０）年

には北上する薩摩軍と、南下する政府軍が衝突す

る西南戦争激戦の舞台となり、その後は政府が新

たな反乱の対応と産業振興のため、１８８５（明治１

８）年、北九州～山鹿～熊本～鹿児島を貫く国道を

開通させ、さらに九州鉄道（鹿児島本線）を通し、現

在の町並みが形成されました。
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　江戸時代末期、１８５３（嘉永６）年、アメリカ海軍

東インド艦隊司令長官ペリーが率いるアメリカ

艦隊（黒船）が浦賀湾に入港し、鎖国制度で長く国

を閉ざしていた日本に、開国を要求します。これ

より幕末動乱の時代が始まり、日本は近代国家へ

の時代の変動期を迎えます。このような中、鎖国

を続け外国を排除すべきだという攘夷論と、外国

と通商すべきであると主張する開国論が対立し

ます。また、政権を天皇に帰すべきだという尊王

論が台頭し、江戸幕府を倒して新しい国家を作ろ

うという倒幕運動が加速して行きました。

　最終的に、１８６７（慶応３）年、江戸幕府第15代将

軍徳川慶喜が政権を明治天皇に返上した大政奉

還により260年以上もの間続いた江戸幕府は終わ

りを告げ、明治時代が始まります。

　この大政奉還に大きな影響を与えた藩の一つ

が、尊王攘夷論を強く主張していた薩摩藩 （鹿児

島県）で、薩摩藩士、西郷隆盛は、日本を近代化に導

いた明治維新の原動力となった人物でした。

　大政奉還後、政権を握った倒幕派は、王政復古

の大号令を発し、天皇を中心とした国家、明治政

府を樹立しました。この新政府は、倒幕運動で、活

躍した薩摩藩・長州藩（山口県）が中心となり、旧

幕府勢力を戊辰戦争で一掃します。そして、版籍

奉還や廃藩置県を断行し、新政策により江戸時代

までの地方分権体制から、中央集権の体制を確立

して行きます。また、「富国強兵」「殖産興業」など

を旗印に近代化を進め。学問から産業まで西洋か

らの文化を取り入れていきました。こういった新

制度の中には、江戸時代までの支配階層であった

武士の特権を奪う、廃刀令や秩禄処分などがあっ

たため、次第に新政府に対する士族（武士）の不満が

噴出するようになります。

　士族の反乱は、１８７４（明治７) 年の佐賀の乱、

１８７６（明治９)年、神風連の変（熊本県）、秋月の乱

（福岡県）、萩の乱（山口県）と広がり、ついに最大の

内乱、西南戦争を迎えます。

はんせき

ほう かん

少年

さっちょうどうめい

まえはらいっせい

えとうしんぺい

変
おお

たぐろともお

　明治新政府の参議となり、近衛都督、陸軍大将

も兼ねていた西郷隆盛は、１８７３（明治６）年、朝鮮

の開国を急ぐ政策を打ち出します。しかし反対派

に破れ、参議を辞職。鹿児島（旧薩摩藩）へ帰郷しま

す。これに殉じ、当時新政府の中心的役割を担っ

ていた鹿児島出身の官僚や軍人約 600人も辞職。

西郷とともに鹿児島で士族を中心とした私学校

（銃隊学校、砲隊学校、幼年学校）を設立します。

　この間、急速な近代化を推し進める藩閥官僚中

心の新政府に対し、日本各地で旧士族の不満は高

まり、反乱が発生。明治政府は士族の軍事集団で

ある、私学校の動きを警戒し、鹿児島にあった弾

薬製造所を大阪へ移転しようとします。それに先

立ち密かに兵器弾薬を大阪に移送しようとした

ことに、私学校生徒らが激怒。政府の陸軍火薬庫

を襲い弾薬約６万発を奪う事件が発生しました。

また、政府は、私学校の動向を探る密偵を派遣し

ており、そこに西郷隆盛暗殺計画の目論見があっ

たとして、これを政府の非行として、「政府尋問の

為」挙兵、東上することが決定しました。

　当初、西郷隆盛は、挙兵に対して沈黙を守って

いましたが、私学校生らにおされてついには「自

らの命をあずける」と、決意したと伝えられてい

ます。

　明治維新後、職を失い困窮した士族の中には、慣れない商売を始める者も

いました。しかし、その多くは失敗に終わり「士族の商法」として揶揄され

ました。錦絵には、偉そうに接客する士族が描かれたものがあり、「熊鹿戦べい」

など西南戦争に関連する菓子名もみられます。
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　　１８７７（明治１０）年２月22日早朝。薩摩軍は、かつ

て熊本鎭台司令長官だった桐野利秋の指揮のも

と、城の三方向から二日間に及ぶ熊本城総攻撃を

開始しました。この中には、熊本協同体も加わり、

この薩摩軍攻撃に対し、熊本城の政府軍も砲撃で

応戦します。熊本城周辺はたちまち戦火に見舞わ

れました。しかし、城は容易に攻め落とすことはで

きず、戦いは翌日に持ち越されます。

　翌日、更に薩摩軍の攻撃は激化し、特に、熊本城

の西側にあたる
だにやま

段山からの狙撃は正確で、城を守

る政府軍兵士は次々に銃弾に倒れたといいます。

その時、包囲する薩摩軍約 1 万数百人に対し、鎮台

兵は約 3,400 人余りでした。

　当初、熊本城の政府軍は劣勢で、長くは持たな

いと思われました。しかし、熊本城は戦国の世を

生き抜き、土木事業や、農業用水、河川改修などの

整備事業で現在の熊本の土台を作り上げ、土木の

神様と呼ばれた加藤清正が、経験と知恵をそそい

で造り上げた名城です。反り返った石垣 「武者

返し」に代表される籠城を想定した実戦向きの城

として造られており、ここでその強固な守りが発

揮されました。

　城は、薩摩軍の猛攻に耐え、熊本鎮台総司令官・

谷干城が率いる決死の籠城も持ちこたえ、当初は

優勢と見られた薩摩軍も次第に兵力を失い、苦戦

を強いられます。その後、薩摩軍は政府軍南下に

備えて主力の兵を北上させ、熊本城包囲策へと切

り替えます。更に、北上での戦いの激化とともに、

薩摩軍の兵力は失われ、城下の川を氾濫させた水

攻めなど苦肉の策を講じていくことになります。

熊本城攻防戦は、２月22日から４月14日までの間、

繰り広げられました。
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　　薩摩軍は、一部の兵を熊本城の包囲と援軍のために南下してくる政

府軍に備えて北上させます。双方の兵が陸路をとる場合、どうしても通

らなければならないのが、豊前街道と、三池往還や吉次往還と呼ばれて

いた交通路でした。

　豊前街道は、現在の熊本市から辿ると、国道３号を北上し、山鹿市を抜

けて南関町を通り福岡県の大牟田市へとつながっています。一方、三池

往還は、国道３号の植木の味取新町で分岐し、田原坂を通って玉名市へと

向かっています。これらの道で政府軍と薩摩軍が激突を繰り返し、両軍

ともに、多数の兵士が命を落としました。その中でも激しい戦いが日夜

行われたのが、三池往還や吉次往還が通る植木・玉東地域一帯でした。

　特に田原坂は、当時の大砲を通すことができる唯一の道といわれ、多

くの兵士を早く熊本城に向かわせたい政府軍にとっては、極めて重要な

地域でした。



　熊本鎮台に属していた政府軍小倉第十四連隊

は、乃木希典少佐が率いており、熊本城入城のた

めに南下していました。しかし、連隊が植木町に

到着した時には、熊本城総攻撃が開始されます。

熊本城攻撃開始と同じ２月22日の夜、政府軍を迎

え撃つため北上していた薩摩軍との緒戦を交え

た場所が、ここ植木の向坂でした。

　この時、夜戦をしかける薩摩軍の勢いは凄まじ

く、乃木少佐はひとまず退却を決断します。とこ

ろが植木の千本桜付近まで退却した時、連隊旗手

の河原林雄太少尉の姿が無く、後にその戦死と、

隊の連隊旗が薩摩軍に奪われてしまったことを

知らされました。

　天皇から頂いた連隊旗を奪われるという事態

に、乃木少佐は連隊旗奪還のため、軍を率いて、再

び敵中に戻ろうとしますが、部下の必死の説得に

止められて断念します。薩摩軍は、その後、援軍を

待つ熊本城の兵士たちに、奪った連隊旗を見せつ

けたと言われており、また、乃木少佐は、この連隊

旗を奪われた軍旗事件に際し、失意のあまりこの

時自決を計ろうとまでしたといわれています。
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乃木将軍は、死ぬまで屈辱を忘れなかった
　軍旗が奪われた理由にはいくつかの説があり、本当のところは定かではありません。乃
木少佐が後で語ったところによると、河原林少尉に兵士10数人を付け、軍旗を背負って向
坂から退却するように命令。ところが河原林少尉が殺され、軍旗が奪われてしまったと伝
えています。しかし、政府軍の本営だったらしい場所に置き去りにされていた軍旗を、植木
に入った薩摩軍の熊本協同隊の

せっこう

斥候（偵察者）が発見し、持ち帰ったという話もあります。
　どちらにしても乃木少佐は、日清戦争、日露戦争に従軍し、陸軍大将となった後も、この
軍旗を奪われた事件に対する責任を忘れず、明治天皇の死にともなって殉死する際、遺言
に、西南戦争で軍旗を失ったことが殉死の理由の一つであると記しています。
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乃木 希典 (1849 ～ 1912)
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明治期の代表的陸軍軍人 。西南戦争では小倉歩兵第十四連隊長
こころえ

心得を務め、指揮をとった。ドイツに留学し帰国後、軍紀確立などにかかわった。
日清戦争では第一旅団長として旅順を占領。日露戦争では大将、第三軍司令官として出征しロシアの旅順要塞を攻略した。旅順要塞は容易に陥
落せず、この戦いで長男、次男が戦死し、激戦地となった 203 高地でも多くの死者を出し、国民の乃木に対する批判の声もあがった。明治天
皇の信任は厚く、明治天皇の大葬の日、自宅で殉死し、夫人もその後を追った。

千本桜･乃木大将記念碑

河原林少尉戦死の地 ３
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小倉連隊軍旗事件
こ  くら れん たい ぐん き

向
D

むこう　　　  ざか

植 木

（マップ ：Ａ 1･Ｂ 1）　

こ の は

木葉の戦い

玉東エリア

　熊本城を包囲した薩摩軍はさらにその精鋭を北上させ、 熊本城救援に向う政府軍と高瀬に

て衝突します。 薩摩軍が主要ルート上で最も北に進んだのはこの高瀬の戦いで、 以後は守勢

にまわります。 この戦いで西郷隆盛の末弟
  こ　 へ　 え　

小兵衛が戦死。 彼は冷静沈着にして思慮深い人物

で薩摩軍一番大隊一番小隊長として自ら陣頭指揮を執り弾丸に胸を貫かれて壮絶な最後をと

げました。 地元に残る話では、 近くの民家橋本家の戸板を外して小兵衛を運んだとされていま

す。 西郷隆盛は遺体が運ばれてくると、 瞬きをしただけで終始無言であったそうです。 薩摩軍

の主力は菊池川を越えて北進することはできず、 高瀬の町は戦火で大部分が焼失しました。

　２月22日の植木向坂での戦いの後、乃木少佐率

いる第十四連隊は、玉東町の木葉山から二俣まで

退き、薩摩軍を迎撃しました。この時、増強された

薩摩軍の勢いに圧倒され、前線を守っていた吉松

秀枝少佐は、援軍を要請します。しかし、乃木少佐

は、政府軍に余力がないと判断し、それを断り

ます。吉松少佐は決死隊数十名を率いて、自ら前

線へ出て指揮をとり、薩摩軍の銃撃を受け、戦死し

ました。

　一方、乃木少佐は、薩摩軍のすさまじい勢いに

押され、木葉からの撤退命令を出します。撤退の

途中、少佐が乗った馬が銃撃され落馬したところ

に薩摩軍の兵が迫るという一幕もありましたが、部

下の命がけの援護を受けながら玉名の川床へ辿り

着きます。そして 25日には政府軍の本隊が南関に

到着し、ようやく乃木少佐は態勢を立て直しました。

　勢いを取り戻した第十四連隊は、25～27日の玉

名市高瀬の戦いで、優勢に戦いを進め、再び熊本

城を目指して進軍します。ここで両軍の形勢は逆転

し、薩摩軍はこれより北上できず、田原坂にて政府

軍南下を阻止することになります。

　政府軍は、前回退却を喫した木葉付近、更に田

原坂へ兵を進めました。度重なる戦闘でこの坂の

重要性を知っていた乃木少佐は、後方の隊に進軍

を急がせます。しかし、意に反して本営からは「撤

退」の命令が下りました。この時この坂を越えてい

れば、後に田原坂が激戦地となることもなく、数千

におよぶ戦死者を出すこともなかったかもしれませ

ん。

西郷小兵衛戦死の碑（玉名市）

高瀬の戦い

乃木少佐奮戦の地

吉松 秀枝 （1845 ～ 1877）

土佐藩（高知県）出身、軍人。鳥羽・伏見
の戦いには藩兵隊長として出兵。陸軍少佐
第八大隊長となり小倉の第十四連隊に就

いた。 神風連の変を鎮める任務にあたり、

翌年西南戦争では熊本城救援に赴く。 木

葉において薩摩軍と戦い戦死。 享年 33。

墓は
 
宇蘇浦官軍墓地にある。

ふたまた

よしまつ

ほず え

よしまつ   ほず  え

う そうら



いな さ

ど のう もく さく

ざん ごう

むら た いわくま

剽

はくへいせん

と やま まさかず

ろくめいかん

ぼ しん

　 田原坂の発掘調査では、周辺全域を踏査し、遺構や遺物の分布状況を調べ、

地元の方々に聞き取り調査が行われました。西南戦争遺跡詳細分布図を作成

し、これによリ政府軍の攻撃方向や、薩摩軍陣地を推定することができました。

また、後世の開墾などの土地改変がない場所を選定して、金属探知機探査やトレ

ンチ確認調査などを実施し、出土遺物としては、小銃弾が多数発見され、現在も

調査継続中です。　

熊本市



熊本市田原坂西南戦争資料館　　　　　

　「雨は降る降る　じんばはぬれる　越すに越さ

れぬ　田原坂 ・ ・ ・」。民謡「田原坂」の歌詞は、政府

軍が、ここを死守する薩摩軍の猛攻に押され、ここ

を突破することの厳しさを歌ったものといわれ

ています。　

　田原坂が通る台地は、北東にのびる幅１ｋｍ、長

さ2.5ｋｍほどの台地で、東西南北の側面には多く

の谷が入り組んでいます。台地の平坦部は狭く、

まとまった平場はなく、その中央を三池往還が通

り、現在も往時の地形がよく残っています。

　加藤清正の頃より、この田原坂の地形は北の要

害とされ、北に田原坂を下れば、平野が広がり、逆に

この坂を超えれば、熊本城まで植木・北部台地の平

坦地を通り、城までの道が開けます。政府軍は多く

の人馬、大量の武器や食糧を運ぶために、この道を

通らざるを得ませんでした。田原坂は、何カ所も蛇

行した地形をしており、薩摩軍はこの両側の崖に塹

壕を掘り、鬱蒼とした樹木の間に塁を築き、地形に

応じた守備を固めここを死守しようとします。この地

で両軍必死の激戦が繰り返されました。政府軍の

参軍山縣有朋は、この田原坂の攻めにくく、守りや

すい地形に 「所謂一夫之を守れば三軍も行くべか

らざる地勢たり。」とその自然の要害、田原坂での戦

いを振り返っています。

　

とよおか めがね ばし

にしき   え

この え

うっそう

やまがた ありとも





さっさ　ともふさ

　高瀬から東南にある熊本城まで、直線にしておよ

そ30ｋｍ。その間には、小さな丘や谷が無数に起伏

しており、平地部が少ないのが特徴です。標高600

ｍの金峰山系列の山がそびえ、当時、地域を結ぶた

めに整備された道路は、先述の田原坂を通る三池

往還、そして高瀬と大窪（熊本市）を結ぶ吉次往還

でした。比較的なだらかな三池往還の道筋に対して、

吉次往還は山道といってもよく、途中には三ノ岳

と半高山に挟まれた難所“吉次峠”があります。まさ

に天然の要害。守るに易く、攻めるに難い吉次の地

は、薩摩軍、及び熊本隊で守られることとなります。

　旧肥後藩士・池辺吉十郎とともに、熊本隊として

薩摩軍に参加したのは、同じく旧肥後藩士だった

佐々友房です。彼は熊本隊一番小隊長として戦い、

玉名の高瀬につながる近道であった、吉次峠の重

要性には当初から目を付けていました。

　２月24日、佐々率いる熊本隊は、政府軍を迎え撃

つため吉次峠を越えます。翌25日、玉名の高瀬まで

進んできた政府軍と交戦し撃退。しかしその後、政

府軍の反撃にあい、２月26日、吉次峠まで退却しま

す。

　この時、熊本隊は、吉次峠からすでに薩摩軍が退

却していることを知りました。しかし、このまま熊本

隊も吉次峠を捨てて退却すれば、戦略的に重要

なこの地が政府軍に奪われます。佐々は、「吉次峠

は城北随一の要害であり、今これを失えば百の西郷

がいても、熊本の陣地を保つことはできない。このま

まここにとどまって死ぬのも、退却して十日後に死

ぬのも同じ。それならば、吉次峠を死守する」と決意

し、隊の兵士たちを奮い立たせ、刀で傍らの木の肌

を削り取り、そこに、「敵愾隊悉ク此ノ樹ノ下二死ス」

とその決意を墨で黒々と記したそうです。
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植 木

横平山の戦い
よこ ひら やま

B

三大激戦地の一つ、横平山
　横平山は、玉東町の二俣台地南端にある標高

144ｍの小高い山です。三の岳から発する尾根の

末端に位置し、田原坂を見渡すことのできる位置

にあります。

　二俣の政府軍仮本営や砲台の側面にあたり、ま

た、薩摩軍本営がある植木の木留に通じる道が傍

らを通ることから両軍にとって要衝の地でした。

現在の横平山 Ｂ

　両軍が横平山の重要性に気づき、激しい争奪戦

が始まったのは３月９日頃です。攻防の末、一時は

政府軍が占領しますが、３月15日、再度薩摩軍がこ

れを奪取します。そこで政府軍は主力を横平山に

差し向け、一斉に横平山の薩摩軍に突撃。中腹に

あった塁を奪うことに成功しました。しかし、頂

上までわずかという地点で猛烈な銃弾を浴び、多

くの死傷者を出しながら前進できずにいました。

　そこに、南関から駆け付けた警視抜刀隊 50 人

が加わります。山頂への援護射撃が止むと、突撃

喇叭を合図に、警視抜刀隊は一団となって頂上の

薩摩軍に斬り込み、同時に各隊の兵士たちも突

入。薩摩軍は大混乱に陥り、多数の死者を出しな

がら全員が敗走します。警視抜刀隊の突入から薩

摩軍の敗走まで、わずか５分だったと伝えられて

います。この戦いで薩摩軍兵士はもとより、政府

軍抜刀隊もほとんどが死傷し、その数200人以上

だったといわれます。横平山争奪戦は、西南戦争

の三大激戦の一つにあげられています。

　この戦いの結果、政府軍が田原坂を背面（七本

方面）から攻撃することが可能となり、３月20日、

田原坂の戦いにおける政府軍の圧勝につながっ

たと言われています。

警視抜刀隊との白兵戦

発掘調査でわかった｢横平山戦跡」
   発掘調査の結果、横平山北側斜面全体にて、約６００点の銃弾関係遺物が出土

しました。そのほか、山腹にて刀の鍔や政府軍兵士の制服付属品などが出土し

ています。また、山頂部分にて当時の塹壕跡を確認。これら塹壕の配置や遺物

出土状況により、政府軍の進撃方向など当時の戦闘の様子が明らかになりつつ

あります。 抜刀隊のものと思われる刀の鍔

田原坂陥落
かん らく

B 1

横平山の戦い・田原坂陥落

田原坂の戦いの終焉
　“田原坂の戦い”最後となる３月20日、この日は

夜半から雨が降り注ぎ、濃霧が丘陵をおおいまし

た。政府軍はこの濃霧に乗じて二俣口から潜行し

薩摩軍の塁に近づきます。午前６時、号砲３発を合

図に、田原坂の右翼を守る薩摩軍を突破して植木

へ攻め込む主力を援護するため、右翼、中央、左翼

の三方向から一気に攻撃をしかけました。この

時、右翼の七本方面を守備していたのは新しく配

備された高鍋隊で、不意を突かれて、混乱します。

　退路を断たれた薩摩軍は総崩れとなり、政府軍

は薩摩軍に追撃をかけます。17日間にわたり、政

府軍を阻止し続けた薩摩軍の守備隊も、政府軍の

攻撃についに耐え切れず撤退し、17昼夜にわたる

“田原坂の戦い”は終わりました。その後も吉次

峠、木留などの薩摩軍陣地はもちこたえ、植木で

は南北に分かれて市街戦を展開し、植木・木留の

戦いは一カ月以上に及びますが、ついに政府軍が

熊本城へ至ります。

　この植木・玉東での戦いに政府軍が勝ったこと

で、全国各地にいた反政府の士族たちの薩摩軍への

参加を断念させることができたと言われています。

　八代から上陸した政府軍の衝背軍が、熊本城へ

進軍し、籠城する熊本鎮台も合わせ、３万人を超え

る兵力が熊本に整いました。しかし政府軍の衝背

軍に、薩摩軍は新たに募兵し、人吉にいた部隊を

差し向け、この背後を攻撃するのなど、必死の戦

いが繰り返され、政府軍がようやく熊本城に入城

したのは、田原坂の戦いが終わり、一カ月近くも

たった４月14日でした。その翌日の15日、熊本の

二本木で戦況を見守っていた西郷隆盛は、夜の闇

にまぎれ、薩摩軍の隊士に守られて熊本をあとに

したのでした。

熊本城の開城

　山鹿、田原坂などで、政府軍の南下を食い止め

ていた薩摩軍も長期戦に疲弊し、ついに退却を余

儀なくされます。吉次峠～木留～植木～鳥栖

（野々島） ～菊池の戦いで４月 15日まで抵抗した

後、党薩諸隊が熊本城、城北の戦線より撤退。熊本

市内の保田窪～健軍で再起を挑み、大津～木山に

も戦線を置きますが、保田窪 ・健軍の戦いで敗北

した薩摩軍は、御船の戦いの後、人吉へ退きます。

薩摩軍はここを拠点に長期戦に備えようとしま

すが、それもかなわず敗走を続け、７月には都城、

高鍋、宮崎より撤退。８月、ついに党薩諸隊に解散

命令をだします。その後、薩摩軍の本隊 600名は、

可愛岳の険しい山道を政府軍の包囲を突破し、鹿

児島へ向かいました。

その後の戦い

の　の　しま

従軍記者と“田原坂の戦い”
　西南戦争では、戦況を伝えるために、新聞記者が政府軍に同行し、戦場の様子を伝えています。これが従軍記

者のはしりとも言われています。

　福地源一郎 (桜痴 )は日本のジャーナリストの草分け的人物です。１８７４(明治７)年、政府系の「東京日日新聞」

に入社し、西南戦争勃発後、自ら戦地に出向きます。田原坂の戦いなどに従軍記者として現地からの戦争報道を

行い、その記事は大反響を呼びました。また、後の第２９代内閣総理大臣を務めた犬養毅も慶応義塾在学中に、「郵

便報知新聞」の記者として西南戦争を取材しています。
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地震
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　　　　　　　　その死を見届けた桐野、村田、

別府らの諸将も自害し、西南戦争は終結しました。
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11
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（植木）

（玉東） （玉東）
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東
）

（植木） （植木）
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肥後

　　　　　　　　　　　　　   周辺の大繃

帯所に博愛社をおき、赤十字の精神に基づき、

負傷兵の手当を行ったといわれています。

１８７１年（明治４）年に西洋
文化を取り入れるため洋学
教師ジェーンズを招いて、
熊本城の一角に設立され、
西南戦争当時は、建物が政
府軍に利用されていまし
た。田原坂の戦いの後、博愛
社創設の願い出がなされま
した。

　　　　　　　　　　    と
思われる。

旧肥後

肥後

跡



14 薩摩軍、 順次鹿児島を発つ。 ( ～ 17日 ) 兵 13,000 人。
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（判っているもの）

※ 戦後、軍事裁判にかけられた薩摩軍

　 関係者の人数を勘案すると少なくとも

　 約 50,000人と考えられる。
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 じ  しゅうか ん

さ っ  さ  と も ふ さ

さ ん ざ ん

二俣

落校

ふ た ま た

せ ん ぽ う に っ  き

よ こ  い  しょうな ん つ き  だ  も う さ い

そ う あ い し ゃ

し の は ら く に も と

と う ば く

い  し ん さ ん け つ

　小倉藩 ( 福岡県 ) 出身。 少尉。 政府軍第十四連隊旗手。 向坂の戦いで戦死。 保持してい

た軍旗を薩摩軍に奪われた。 生年不詳。

・

豊後口

第二号 副指揮長として率い



とよ おか 　めがね 　 ばし

たに  むら  けい  すけ   の      ひ

なな もと かきのき だい ば

へ     た     の     くま     の     ざ    じん   じゃ

か わ ら ばやし

せん  ぼん さくら

きち  じ き とめ へ た の たるみず

たつぐちたい

むこうざか

しんきょうじ

よしまつほず え

源七
たかだげんしち

    西南戦争の激戦地であった、 田原坂･吉次峠･二俣･横平山などで戦死した政府軍兵士の墓 980

基が並んでいる。 数ある官軍墓地の中で最大のもの。

わだち

はくへいせん

たい

おぎわらたい かみしら  き

すりさわ

いな さ

さいあん じ

ぎょくとううえ     き

にしでら

とく せん

とうさつしょ

（通称）

おぎ  さこ かきのき　 だい　 ば

柿木台場

熊本市田原坂西南戦争資料館

ノ

ノ

ノ

ノ ノノ



西南戦争　 小川原正道　中公新書  　　 　年

※この冊子では西南戦争で敵対した両軍を、政府軍･薩摩軍と表記しています。ただし遺跡名、地名等の固有名

　 詞については｢官軍｣｢薩軍｣と記しているところがあります。ご了承ください。

※記載している内容には諸説ある場合も多いので、ご指摘や新しい情報、お問い合わせ等ありましたら、熊本市

 　文化振興課植木分室、玉東町教育委員会までお願いいたします。

玉東町　西南戦争遺跡総合調査報告書　玉東町教育委員会　　　 　年

植木･玉東「西南戦争」最新情報はこちら

http://seinansensou.jp

発　行／平成23年12月改訂・第2刷 平成24年6月・第3刷 平成25年8月・第4刷 平成26年8月

　　　　　第5刷 平成27年8月・第6刷 平成27年11月・第7刷 平成29年1月

　　　　　第8刷 平成31年3月改訂

編　集／植木町・玉東町

　　　　　事務局　熊本市文化振興課植木分室

　　　　　　　　　　住所　〒861-0195　熊本県熊本市北区植木町岩野238番1

　　　　　　　　　　TEL　096-272-0551　　FAX　096-272-1177

　　　　　事務局　玉東町教育委員会

　　　　　　　　　　住所　〒869-0312　熊本県玉名郡玉東町大字白木1-1

　　　　　　　　　　TEL　0968-85-3609　　FAX　0968-85-2276

発行元／熊本市

印　刷／あすなろ印刷　　　　　
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